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【議案審議結果】

■令和２年度一般会計補正予算（第６号）
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関係経費等で7,593万円を追加し、総額
53億5,436万円

　

新型コロナウイルス感染症の地方創生臨時交付金（２次配分早期実施分）の計画概要

　住民に対する支援関係
　　●特別出産給付金   200万円
　　　　Ｒ２．４．28～Ｒ３．３．31までの出生者　１人10万円を給付
　　●プレミアム付き商品券   3,160万円
　　　　町内の消費喚起を促すため、７月１日で住民登録がある世帯に購入引換券を郵送。
　　　　4,000円で6,000円分の商品券（１世帯最大５セットまで）

　事業所等に対する支援関係
　　●医療・福祉・介護事業者給付金   550万円
　　　　町内に所在する医療・福祉・介護事業者に対する応援給付金
　　　　１事業者の上限額は100万円
　　●事業応援給付金   3,000万円
　　　　感染症の拡大により影響を受けている事業者の事業継続を支援
　　　　Ｒ2.1月～12月の間を上・下期に分け、20％以上の減少率で１期　20万円を給付

　公共施設・防災備蓄等関係
　　●公共的空間安全・安心確保事業   500万円
　　　　奈井江中学校壁撤去（２教室）、黒板新設（３教室）

　　　　　　　　　　　合計　７，４１０万円　

■北海道市町村職員退職手当組合規約の一部を変更する規約
■北海道市町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部を変更する規約
■北海道市町村総合事務組合規約の変更について
　　奈井江、浦臼町学校給食組合等の脱退に伴う変更
■財産の取得について（奈井江小学校タブレット整備事業）
　　契約金額　 11,330,000円　　　　契約者　(有)ノース・エコプラン
■財産の取得について（奈井江中学校タブレット整備事業）
　　契約金額　　8,844,000円　　　　契約者　(有)ノース・エコプラン

第５回臨時会 ７月16日開催
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【議案審議結果】

報
　
　
告

補助団体監査結果報告について

報告済
令和２年度に公表する健全化判断比率について

令和２年度に公表する資金不足比率について
病院事業会計　資金不足比率　６.２％

令和２年度奈井江町教育委員会事務事業の点検及び評価報告書について

条
　
　
　
例

奈井江町児童館設置条例の一部を改正する条例
東町児童館の廃止 全会一致

奈井江町コミュニティ会館設置条例の一部を改正する条例
東町コミュニティ会館の廃止 全会一致

奈井江町中小企業振興保証融資感染症対策基金条例
臨時交付金を財源とし、利子補給に活用する基金を積み立てるため制定 全会一致

補
　
正
　
予
　
算

令和２年度奈井江町一般会計補正予算(第７号)の専決処分の承認を求める
ことについて
高島排水機場の修繕費として８月４日付けで、132万円を追加

令和２年度奈井江町一般会計補正予算(第８号)
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に係る事業、各福祉
事業の前年度精査による負担金等、1億8,153万円の増額

令和２年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）
感染症対応待合室の改修、医療従事者等の慰労金で950万円を増額

全会一致

認定 令和元年度奈井江町一般会計等５会計の歳入歳出決算の認定について 全会一致

人
　
事

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
９月30日で任期満了となる堀　美鈴氏、林　知孝氏の再任に同意 全会一致

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
９月18日で任期満了となる砂村博幸氏の後任に川端孝史氏の選任に同意 全会一致

【意見書審議結果】
意　　見　　書　　名 提案者

種苗法改正案の慎重な審議を求める意見書 竹森　毅議員

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方
税財源の確保を求める意見書 笹木利津子議員

国土強靭化に資する道路の整備等に関する意見書 笹木利津子議員

上記の意見書は全会一致で可決し、衆参両院議長、内閣総理大臣ほか関係大臣に提出しました。

第３回定例会は９月８日から15日まで開催され、令和元年度決算認定のほか、提案
された条例、補正予算、人事案などすべての議案を可決しました。
その結果、令和２年度一般会計予算の歳入歳出総額は55億3,721万円になりました。
その他４件の報告を審査し閉会しました。 （議会傍聴者４名）

第３回定例会で審議された議案  
地域住民と協議し「東町コミュニティ会館」・「東町児童館」を廃止
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

（２次追加実施分 1億4,307万円）
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新型コロナウイルス感染症の地方創生臨時交付金（２次配分追加実施分）の計画概要
　住民に対する支援関係
　　●学びの継続支援   509万円
　　　　子どもが大学等に在学していて、Ｒ2.1月～12月末までの間で1月の収入が20％以上
　　　　減少した世帯
　　　　子どもが１人の場合　90千円　　こどもが2人目以降は　135千円
　事業所等に対する支援関係
　　●中小企業振興保証融資特別資金   724万円
　　　　保証料、利子補給　　　　　　　　　　　　　　（114万円）
　　　　基金（Ｒ３～Ｒ７年度　利子補給）　　　　　　（610万円）
　公共施設・防災備蓄等関係
　　●指定避難所の衛生環境資材購入   698万円
　　　　かんたんテント及び四方幕（20張）、プライベートルーム（65張）
　　　　足踏み式ディスペンサー（15台）、災害時健康管理キット
　　●町立国民健康保険病院感染防止対策   500万円
　　　　感染症対応待合室への改修等
　　●公共施設の感染防止設備整備   1,133万円
　　　・保健センター
　　　　　放送機器、卓上衝立、扇風機、飛沫防止パネル、プレイシート、衛生資材消耗品
　　　・公民館・図書館・体育館・文化ホール
　　　　　はめ込み式網戸、サーキュレーター、暖房機、空間除菌脱臭機・自動水栓・トイレ
　　　　　洋式化・フェイスシードル等消耗品
　　　・認定こども園
　　　　　かばん掛けスタンド、食器スタンド、座卓
　　　・砂川市こども通園センター
　　　　　空気洗浄機付きエアコン設置負担金
　　●農産物ブランド化確立   1,060万円
　　　　土壌・作物体総合分析装置、卓上マルチ水質計、乾熱滅菌器、純水製造装置、
　　　　土壌診断システム
　　●高度無線環境整備推進   5,822万円
　　　　光ファイバーの整備（町内未整備エリア…白山、大和、瑞穂、高島、茶志内の一部）
　　●公立学校施設衛生環境改善   2,916万円
　　　　教室等にロスナイ換気設置、トイレの洋式化、網戸設置、レバー式蛇口への交換、
　　　　ＦＦ式ストーブの設置
　　●救急・災害活動時感染症対策   127万円
　　　　サージカルマスク・グローブ・ゴーグル・感染防止衣・消毒薬等、非接触型体温計、
　　　　熱画像直視装置、タブレット、トランシーバー、アクリル板
　　●修学旅行延期に伴うキャンセル料支援   9万円
　　●オンライン会議システム整備   332万円
　　　　液晶型ディスプレイ、WiFiルーター、ノートＰＣ、タブレット、ビデオカメラ、
　　　　スピーカーフォン、公民館通信回線整備、ケーブル等
　　●スマホ収納導入   477万円
　　　　システム改修（住民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、住宅使用料）

　　　　　　　合計　１億４，３０７万円　
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各会計の決算額
会　　　　　　計 歳　　入 歳　　出 差　引

一 　 　 般 　 　 会 　 　 計 46億8,136万円 45億6,733万円 1億1,403万円

特別
会計

国 民 健 康 事 業 会 計 2億1,973万円 2億1,075万円 898万円
後 期 高 齢 医 療 特 別 会 計 9,932万円 9,880万円 52万円
下 水 道 事 業 会 計 4億2,184万円 4億1,761万円 423万円

町 立 国 保 病 院 事 業 会 計 10億1,055万円 10億9,242万円 △8,187万円
合　　　　　　計 64億3,280万円 63億8,691万円 △4,589万円

会　　　　　　計 国・道補助金分 町持出分 計
国 民 健 康 事 業 会 計 3,177万円 1,826万円 5,003万円
後 期 高 齢 医 療 特 別 会 計 2,236万円 1,089万円 3,325万円
下 水 道 事 業 会 計 1億8,762万円 7,450万円 2億6,212万円
町 立 国 保 病 院 事 業 会 計 2億2,618万円 1億4,040万円 3億6,658万円

合　　　　　　計 4億6,793万円 2億4,405万円 7億1,198万円

基金残高
Ｈ30現在高 積　立 取　崩 Ｒ１現在高

財 政 調 整 基 金 4億2,554万円 12万円 8,875万円 3億3,691万円
減 債 基 金 3,122万円 1万円 0 3,123万円
地 域 振 興 基 金 1億1,627万円 785万円 361万円 1億2,051万円
農 業 担 い 手 育 成 基 金 2,813万円 1,723万円 1,239万円 3,297万円
過疎地域自立促進特別事業基金 1,413万円 950万円 0 2,363万円
役 場 庁 舎 整 備 基 金 2億13万円 3,008万円 0 2億3,021万円
森 林 環 境 基 金 0 113万円 0 113万円

合　　　　計 8億1,542万円 6,592万円 1億475万円 7億7,659万円

※一般会計　
・収入の状況では、町税と町税以外の自主的収入（施設使用料等）を合わせて「自主財源」と

呼びますが、自主財源の割合は32％で残りの68％は国や道から受ける「依存財源」となっ
ています。

・支出では、経常収支比率が92％と依然として高い率となっている。
・今年度は降雪量が少なく除排雪経費等が減少、歳入では財政調整基金から8,875万円を繰入

しましたが、実質単年度収支は3,119万円の赤字となっています。
・ふるさと応援寄付金　5,496万円を各種事業に充当
・日本介護事業団派遣職員給与等　支出額2億2,157万円－事業団負担分1億5,181万円＝6,976
万円持出　

・一般会計から各会計への繰出金

※町立国保病院事業会計
・実質収支の額を表記　（内訳　経常収支　△9,982万円　資本収支　0万円）
・サービス付高齢者向け住宅分決算　2,595万円の赤字

　９月９日・10日、決算審査特別委員会を開催し、令和元年度一般会計・３特別会計・１企業
会計について審査し、全て認定しました。

令和元年度 一般会計等５会計の
歳入歳出決算を審議し全会計認定



6
ないえ議会だより　2020.11.15

主な Q & A
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。

主な Q & A

令和元年度
決算審査特別委員会

質疑あれこれ

こんな事業やりました
●生活交通確保対策

1,127万円（△11万円）
●定住促進事業（住宅建設・リフォーム等）

5,361万円（△2,120万円）
●ふるさと応援寄付金事業

2,426万円（1,690万円）
●子ども医療費助成事業

1,450万円（△106万円）
●病院事業会計繰出し金

3億6,658万円（△2,689万円）
●下水道事業会計繰出し金

2億6,212万円（△1,506万円）
●温泉施設の管理運営

1,960万円（△7,338万円）
●除排雪に要する経費

1億4,791万円（△3,054万円）
●小学校ICT整備
（サーバー、タブレット）   　691万円

●小学校校務用コンピュ－ター整備

540万円
●中学校校務用コンピュ－ター整備

481万円
※(　)内数値は前年度比較

元
年
度
は
事
業
費
の
利
息
の
み
支
出
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娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
係

る
母
子
保
健
ま
た
は
育
児
に
係

る
様
々
な
悩
み
に
対
応
し
、
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
供
給
す
る

た
め
令
和
２
年
２
月
に
保
健
セ

ン
タ
ー
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
の
相
談
に
つ
い

て
は
成
長
発
達
、
予
防
接
種
、

健
康
、
子
育
て
の
悩
み
、
こ
ど

も
園
の
入
所
に
関
す
る
こ
と
な

ど
延
１
１
８
件
の
相
談
を
子
育

て
担
当
と
保
健
師
が
連
携
し
て

対
応
し
て
い
ま
す
。

問 

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
け
の

対
応
か

答 

保
健
福
祉
課
長

必
要
性
に
合
わ
せ
て
関
係
職

員
以
外
に
も
、
児
童
相
談
所
の

方
な
ど
幅
広
く
参
集
を
か
け
て

検
討
会
議
等
を
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
園
の
管
理
運
営

問 

昨
年
暑
さ
対
策
に
苦
慮

し
て
い
た
が
今
年
の
対

応
は
。
　

　
今
は
入
園
希
望
に
こ
た
え
ら

れ
な
い
と
聞
い
た
が
利
用
状
況

は答 

認
定
こ
ど
も
園
所
長

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
予
算
の

中
で
空
気
清
浄
機
能
付
き
エ
ア

コ
ン
を
導
入
し
ま
し
た
の
で
、

暑
さ
対
策
は
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。現

在
の
児
童
数
は
定
員
１
２

０
名
の
と
こ
ろ
長
時
間
99
名
、

短
時
間
18
名
の
１
１
７
名
い
ま

す
。
今
後
２
名
入
所
の
予
定

で
、
１
１
９
名
と
な
り
ま
す
。

０
歳
児
に
つ
い
て
は
定
員
の

６
名
と
な
り
ま
す
の
で
空
き
が

あ
り
ま
せ
ん
。

問 

定
住
対
策
で
若
い
人
が

移
住
し
て
き
て
も
入
園

で
き
な
い
と
困
る
。
増
員
で
き

な
い
か

答 

保
健
福
祉
課
長

今
年
度
実
施
し
た
子
育
て
支

援
事
業
計
画
の
中
で
積
算
し
た

中
で
は
定
員
内
で
収
ま
る
見
込

み
で
あ
り
ま
し
た
。

面
積
要
件
が
あ
り
す
ぐ
に
増

員
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

保
護
者
の
状
況
に
合
わ
せ
丁

寧
に
関
わ
っ
て
、
入
所
の
時
期

の
相
談
等
対
応
い
た
し
ま
す
。

奈
井
江
商
業
高
校
支
援

問 

助
成
内
訳
と
、
次
年
度

の
対
応

答 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

入
学
祝
金
32
人
３
６
０
万

円
、
制
服
助
成
32
人
１
７
２
万

６
千
円
、
広
報
活
動
助
成
20
万

４
千
円
、
検
定
等
の
助
成
１
０

０
万
２
千
円
、
通
学
費
助
成
60

人
６
１
２
万
２
千
円
で
合
計
で

昨
年
よ
り
１
８
０
万
円
多
い

１
，
２
６
５
万
円
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
意
見
を
踏
ま

え
て
、
高
校
と
議
論
を
重
ね
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
２
年
に
入
学
祝
い
金
を

廃
止
。
令
和
３
年
度
に
お
い
て

は
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
策
で

な
く
、
生
徒
の
ス
キ
ル
、
学
力

向
上
な
ど
に
支
援
を
行
う
た

め
、
新
入
生
の
交
通
費
助
成
は

廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

制
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
、
学
校
Ｐ

Ｒ
活
動
に
対
し
て
の
支
援
は
継

続
い
た
し
ま
す
。

町
立
国
保
病
院
の
運
営

問 

平
成
元
年
度
は
入
院
患

者
数
の
変
動
が
大
き
い

が
そ
の
理
由
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
伺
う
。

答 

町
立
国
保
病
院
事
務
長

　

医
療
区
分
の
高
い
患
者
さ
ん

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
し
た
こ

と
も
影
響
し
昨
年
９
月
位
か
ら

死
亡
さ
れ
る
方
が
多
く
、
通
常

40
名
以
上
の
入
院
患
者
数
を
確

保
し
て
い
ま
し
た
が
10
月
は
34

人
と
な
り
ま
し
た
。
11
月
以
降

積
極
的
に
受
け
入
れ
ま
し
た
が

40
人
台
に
回
復
で
き
た
の
は
３

月
と
い
う
こ
と
で
年
間
入
院
患

者
数
を
大
き
く
落
と
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
３
月
か
ら

７
月
で
見
ま
す
と
、
通
院
で
は

５
月
が
前
年
比
15
％
減
少
、
ほ

か
の
月
は
平
均
5.9
％
の
減
少
、

入
院
で
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
で
大

き
な
影
響
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

認定こども園
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９月定例会では４人の議員が 一般質問 を行いました。
QRコード を読み取ることで一般質問の音声を聞くことができます。

ここを問う町政

大 

関
稼
働
開
始
か
ら
50
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
や
石
狩
湾
新
港
の

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
稼
働
等
様
々
な
事
業

で
２
０
１
９
年
３
月
に
休
止
と

な
っ
て
い
る
。

個
人
的
に
は
再
稼
働
の
可
能

性
は
限
り
な
く
低
い
の
で
は
と

思
う
。
町
内
企
業
に
も
影
響
が

出
て
い
る
こ
と
か
ら
発
電
所
周

辺
の
将
来
に
つ
い
て
、
町
民
と

議
論
す
る
場
を
設
け
て
は
。

町 

長
施
設
は
現
状
を
維
持
し
て
通

常
発
電
は
行
わ
な
い
も
の
の
、

電
力
供
給
に
お
け
る
非
常
時
に

は
発
電
を
再
開
す
る
体
制
を
整

え
て
い
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ

て
い
る
。
再
稼
働
が
可
能
な
休

止
状
態
で
あ
る
現
在
の
状
況
下

で
は
、
廃
止
を
前
提
、
想
定
し

た
議
論
、
検
討
を
進
め
る
段
階

で
は
な
い
。

町
と
し
て
は
、
今
後
に
お
け

る
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
議

論
の
動
向
に
注
視
し
、
北
電
と

も
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

併
せ
て
北
電
に
対
し
て
も
地

域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
、

要
請
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

継
続
し
て
い
き
た
い
。

大 

関
休
止
中
は
、
自
治
体
と
し
て

の
要
請
は
難
し
い
よ
う
だ
が
、

休
止
中
の
う
ち
に
議
論
を
始
め

て
お
か
な
い
と
、
廃
止
と
な
っ

て
か
ら
議
論
を
始
め
て
も
遅
い

と
思
う
。

し
か
し
、
奈
井
江
町
に
は
現

在
、
様
々
な
課
題
が
あ
り
全
て

町
で
議
論
す
る
の
も
限
界
が
あ

る
。そ

こ
で
民
間
で
期
成
会
を
結

成
し
て
は
ど
う
か
。

民
間
で
あ
れ
ば
様
々
な
要
望

を
打
ち
出
し
て
い
け
る
の
で

は
。町 

長
も
し
仮
に
廃
止
と
な
っ
た
時

の
想
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
と
い
う
事
に
つ
い
て
は
行

政
の
責
任
と
し
て
あ
る
。

ま
た
、
少
し
前
の
状
況
と
違

い
、
電
気
事
業
法
が
大
幅
に
改

正
さ
れ
る
中
で
、
電
気
事
業
者

が
ガ
ス
の
供
給
だ
と
か
、
色
々

な
こ
と
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
あ
る
と
い
う
事

も
、
公
に
近
い
企
業
で
は
あ
る

が
、
過
去
と
同
じ
よ
う
な
形
で

対
応
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
難

し
い
。

砂
川
発
電
所
、
奈
井
江
発
電

所
長
を
兼
任
し
て
い
る
現
在
の

所
長
と
も
頻
繁
に
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
北
電
が
ど

う
い
う
形
で
進
む
の
か
き
ち
ん

と
整
理
さ
れ
た
中
で
奈
井
江
町

に
対
す
る
支
援
等
、
関
係
性
を

維
持
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
進

め
て
い
く
。

現
段
階
で
は
ま
だ
北
電
に
要

請
で
き
る
状
況
に
な
い
と
思

う
。

休
止
中
の
奈
井
江
発
電
所 

　
　
　

町
民
と
議
論
す
る

場
を
設
け
て
は

町
長 

休
止
状
態
の
状
況
化
で
は
難
し
い

大関光敏
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篠 

田

　

町
は
、
昨
年
８
月
末
で
指
定

管
理
者
が
撤
退
し
て
か
ら
、
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
８
０
０

人　

回
収
率
は
53
％
）
や
温
泉

施
設
運
営
に
関
す
る
調
査
分
析

報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

議
会
は
常
任
委
員
会
で
、
こ

の
件
に
つ
い
て
調
査
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
現
状
や
課
題
等
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

現
在
の
起
債
残
高
や
指
定
管
理

者
公
募
時
の
町
の
積
算
と
指
定

管
理
者
の
実
績
と
の
比
較
等
を

追
加
記
載
し
て
も
ら
い
、
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
く
と
き
は
、
町

と
し
て
の
方
向
性
を
示
し
、
議

論
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

町
長
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
い
て
、
し
っ
か
り
と

し
た
議
論
を
進
め
る
と
、
先
般

の
議
会
で
答
弁
さ
れ
て
お
り

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
後
に

町
民
の
意
見
徴
収
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
内
容
は

②
温
泉
施
設
等
の
活
用
に
つ
い

て
、
町
内
外
事
業
所
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
は
こ
れ
ま
で
あ
っ
た

の
か
ど
う
か

町 

長
温
泉
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
町
民
や
議
会
の
皆
様

と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
方
向

性
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い

き
た
い
。

①
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
５

月
に
ま
ち
づ
く
り
町
民
委
員

会
、
７
月
に
連
合
区
長
会
議
で

説
明
し
、意
見
を
い
た
だ
い
た
。

今
後
は
、
10
月
に
開
催
す
る

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
に
お
い
て

報
告
書
の
説
明
を
行
う
な
ど
、

情
報
共
有
を
進
め
る
と
と
も

に
、
温
泉
に
対
す
る
様
々
な
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

②
こ
れ
ま
で
町
外
事
業
者
か

ら
、
施
設
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
電
話
で
の
問
合
せ
と
、
施
設

の
見
学
希
望
が
あ
り
、
こ
の
２

件
の
問
合
せ
に
関
し
て
は
、
今

後
に
お
け
る
施
設
の
運
営
や
活

用
に
向
け
た
具
体
的
な
話
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

篠 

田
ま
ち
づ
く
り
町
民
委
員
会
で

は
、「
近
隣
の
温
泉
も
、
利
用

客
が
減
っ
て
、
厳
し
い
状
況
に

あ
る
」・「
温
泉
の
泉
質
、
昔
は

も
っ
と
硫
黄
の
匂
い
が
し
て
い

た
が
、
や
っ
ぱ
り
こ
の
数
字
に

な
っ
て
、
変
化
が
出
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
だ
と

か
、「
で
き
れ
ば
続
け
て
い
た

だ
き
た
い
が
、
や
れ
ば
や
る
ほ

ど
町
の
赤
字
が
増
え
る
の
で
あ

れ
ば
、
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
の
個
々
の
ご
意
見
も

あ
る
よ
う
で
す
。

今
の
状
況
を
き
ち
ん
と
町
民

の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
な
が

ら
、
町
長
が
言
う
み
ん
な
で
協

議
し
、
最
終
的
な
方
向
性
を
見

ないえ温泉外観 出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
は
思

っ
て
い
ま
す
が
、「
ま
ち
づ
く

り
モ
ニ
タ
ー
」・「
地
区
担
当
職

員
制
度
」
も
昨
年
立
ち
上
げ
た

が
、
地
域
の
声
を
今
後
ど
の
よ

う
な
形
で
ま
と
め
て
い
く
の
か

も
含
め
て
、
再
度
伺
い
た
い
。

町 

長
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
客
観
的

な
判
断
が
、
非
常
に
し
づ
ら
い

時
期
に
あ
る
と
思
う
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ

て
、
ま
ず
は
今
の
状
況

を
説
明
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
、
正
直
な
と
こ

ろ
、
性
急
に
事
を
な
せ

る
状
況
に
は
な
い
と
実

感
し
て
い
る
。

た
だ
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
説
明
し
て
い
く
中

で
、
ど
の
よ
う
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
の
か
、

そ
れ
を
聞
き
な
が
ら
、

そ
の
折
々
に
判
断
を
す

る
。

休
館
し
て
1
年
が
経
過
し
た

温
泉
の
方
向
性
は

町
長 
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
の
状
況
か
ら
説
明
に 

入
り
、
そ
の
折
々
に
判
断
す
る

篠田茂美
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竹 

森
病
院
の
経
営
は
、
数
年
前
よ

り
か
な
り
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

そ
の
た
め
、
今
年
度
中
に
今

後
の
方
針
を
決
め
る
た
め
、
第

三
者
に
よ
る
病
院
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
11
月
の

答
申
を
目
指
し
て
進
ん
で
い
ま

す
。ま

た
、
2
月
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん

延
で
す
べ
て
の
経
済
活
動
や
住

民
活
動
が
制
限
さ
れ
た
り
、
自

粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
次
の
２
点
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。

①
コ
ロ
ナ
禍
で
の
現
在
の
業
績

と
年
度
末
の
予
想
に
つ
い
て

②
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
の
検

討
経
過
と
今
後
に
つ
い
て

町 

長
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
病
院
経
営
へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
、
感
染
症
患
者
を

受
け
入
れ
て
い
な
い
病
院
で

も
、
不
要
不
急
な
受
診
を
控
え

た
り
、
感
染
症
対
応
の
た
め
の

受
診
制
限
、
手
術
や
緊
急
受
入

れ
の
制
限
な
ど
に
よ
り
、
３
月

以
降
の
患
者
数
や
診
療
収
入
は

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

５
月
の
対
前
年
の
医
業
収
入

は
、
13
％
減
だ
っ
た
。

町
立
病
院
の
状
況
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
影
響

だ
け
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
4
月
か
ら
7
月
ま
で
の
実

績
で
は
、当
初
見
込
み
に
対
し
、

入
院
は
、
1
日
あ
た
り
患
者
数

が
、
1.2
人
で
2.7
％
減
。
期
間
中

の
収
益
は
、
2.6
％
の
減
。

外
来
は
、
各
診
療
科
と
も
影

響
を
受
け
て
お
り
1
日
当
た
り

患
者
数
が
17
人
、15
・
7
％
減
。

期
間
の
収
益
は
、
5.3
％
の
減
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
年

度
末
の
推
計
を
立
て
る
の
が
難

し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
理
解

願
い
た
い
。

2
点
目
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
に
つ
い
て
は
、
医
療
関
係
者

や
関
係
団
体
、
町
民
代
表
な
ど

7
名
で
組
織
し
、
こ
れ
ま
で
2

回
会
議
を
開
催
し
検
討
を
進
め

て
い
る
。

12
月
ま
で
に
答
申
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
検
討
委
員
会
と
は
別

町立病院検温センサー

に
病
院
経
営
の
専
門
的
な
助
言

を
受
け
る
た
め
、
総
務
省
の
経

営
改
善
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事

業
に
よ
り
、
9
月
3
日
・
4
日

に
2
名
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

書
類
に
よ
る
事
前
調
査
に
加

え
、
病
院
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
う
え
で
、
短
期

的
な
経
営
改
善
策
や
中
長
期
的

な
経
営
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
。講

評
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

は
、
検
討
委
員
会
で
の
議
論
に

生
か
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
議
会
や
ま
ち
づ
く
り

町
民
委
員
会
に
経
営
状
況
な
ど

の
報
告
を
す
る
と
と
も
に
、
病

院
内
の
部
門
代
表
と
の
検
討
会

議
も
並
行
し
て
進
め
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
将
来
の
町
立
病
院
の
あ
る

べ
き
姿
を
見
定
め
て
い
き
た

い
。

竹森　毅

町
立
病
院
に
つ
い
て 

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
あ
り
方

検
討
委
員
会
の
経
過
に
つ
い
て

町
長 
厳
し
い
状
況
だ
が
、
将
来
の
病
院
の 

あ
る
べ
き
姿
を
見
定
め
て
い
き
た
い
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笹 

木

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
含

む
「
感
染
症
対
策
」
を
加
え
現

状
の
避
難
所
に
何
人
収
容
で
き

る
の
か

②
自
宅
避
難
や
知
人
宅
避
難
も

含
め
た
周
知
、
検
討
は

③
今
後
の
避
難
訓
練
と
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
の
目
途
は

町 

長

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、
北
海
道
版
避
難

所
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
準
拠
し
て
避

難
所
運
営
を
進
め
て
行
く
こ
と

に
な
る
。
８
か
所
の
指
定
避
難

所
に
お
い
て
２
０
２
０
人
の
想

定
収
容
人
数
が
５
割
を
切
る
９

３
０
人
と
な
る
こ
と
で
今
後
複

数
の
避
難
所
開
設
に
伴
う
現
場

対
応
の
職
員
不
足
が
現
実
で
あ

る
。
地
域
住
民
の
協
力
が
必
要

に
な
り
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。　
　

②
自
宅
避
難
や
知
人
宅
避
難
は

ま
さ
に
分
散
避
難
と
い
う
新
し

い
イ
メ
ー
ジ
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
。
避
難
先
は
避
難
所
や
避

難
場
所
に
限
る
も
の
で
は
な

く
、
安
全
な
親
戚
や
知
人
宅
な

ど
も
避
難

所
に
な
り

得
る
と
い

う
こ
と
に

つ
い
て
８

月
広
報
で

周
知
し
た

が
、
今
後

笹 

木

①
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
国
の
最
新
情
報
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

で
周
知
さ
れ
て
い
る
の
か

②
20
歳
以
上
の
子
宮
頸
が
ん
検

診
数
と
罹
患
者
数
は

町 

長

①
近
年
若
い
世
代
で
の
罹
患
の

増
加
が
見
ら
れ
さ
ら
に
多
く
の

命
が
失
わ
れ
て
い
る
。

町
と
し
て
政
令
で
定
め
る
標

準
的
な
対
象
者
と
保
護
者
に
対

し
て
、
毎
年
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
個
別
の
案
内
を
し
て
い

る
。
積
極
的
な
勧
奨
は
控
え
て

い
る
が
接
種
は
可
能
で
あ
る
こ

と
。
厚
労
省
作
成
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
同
封
し
、
保
健
セ
ン
タ

ー
で
個
別
に
相
談
対
応
に
努
め

て
い
る
。
国
の
動
き
と
し
て
新

し
い
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

承
認
、
小
児
科
学
会
等
の
各
団

体
か
ら
厚
労
省
へ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
積
極
的
勧
奨
再
開
に
関
す

る
要
望
書
の
提
出
な
ど
に
つ
い

て
も
承
知
し
て
い
る
。
国
の
動

き
を
踏
ま
え
適
切
な
情
報
提
供

を
行
い
対
象
者
及
び
保
護
者
が

も
広
報
等
に
よ
る
定
期
的
な
周

知
、
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

③
感
染
対
策
に
必
要
な
備
蓄
品

の
使
用
手
順
の
確
認
と
感
染
症

対
策
を
し
た
中
で
の
、
職
員
に

よ
る
避
難
所
開
設
訓
練
を
８
月

26
日
み
な
ク
ル
で
実
施
し
た
。

今
後
も
継
続
し
た
訓
練
を
行
う

と
と
も
に
、
状
況
を
確
認
し
て

感
染
対
策
に
対
応
し
た
奈
井
江

町
版
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
今
年
度
を
目
途
に
作
業
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
を
理
解
し

つ
つ
、
接
種
に
つ
い
て
検
討
判

断
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

②
子
宮
頸
が
ん
の
検
診
数
は
令

和
元
年
度
よ
り
乳
が
ん
検
診
同

様
２
年
に
１
回
の
受
診
と
な
っ

た
た
め
、
例
年
よ
り
減
少
し
て

い
る
が
、
本
町
の
独
自
施
策
と

し
て
超
音
波
検
査
を
セ
ッ
ト
で

行
う
こ
と
で
、
早
期
発
見
を
守

る
事
が
出
来
て
い
る
。

ま
た
、
罹
患
者
数
も
少
な
い

状
況
で
検
診
体
制
に
よ
り
、
一

定
の
効
果
が
出
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

子宮がん検診受診率　諸外国との比較

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

検
診
率
を
上
げ
る
取
り
組
み
は

町
長 

国
の
動
き
を
踏
ま
え
対
象
者
に
適
切
な
情
報
提
供
を
行
う

複
合
型
災
害
へ
の
備
え
と
避
難
所
運
営 

　
　
　

感
染
症
対
策
を
加
え
た

避
難
所
運
営
と
検
討
は

町
長 

継
続
し
た
訓
練
の
も
と
避
難
所
運
営
を
進
め
る

笹木利津子

84.5
78.1

64.7
57.3

77

51.7
42.1

0
10
20
30
40
50
60
70
80
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第
３
回
特
別
委
員
会

開
催
日　

７
月
８
日

調
査
内
容　

〇�

庁
舎
設
計
委
託
業
務
選
定
結

果

　
　
　
　
　

〇
技
術
提
案
の
内
容

　
　
　
　
　

〇
議
会
関
係
の
施
設
の
在
り
方

主
な
質
疑

問�

最
優
秀
提
案
者
と
次
点
の
差
が
９
・

07
あ
る
が
、
こ
の
差
は
ど
こ
で
出
て

い
る
の
か
。

答�

資
格
、
実
績
の
評
価
点
が
40
点
、
技

術
提
案
の
部
分
が
80
点
の
１
２
０
点

満
点
の
配
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
技
術
提
案

で
は
最
優
秀
者
が
58
・
25
点
で
２
位
、
次
点

が
１
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

最
優
秀
者
に
つ
い
て
は
資
格
・
実
績
の
評

価
点
が
満
点
の
40
点
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問�

資
格
・
実
績
の
差
が
大
き
い
が
そ
の

理
由
は
。

答�

こ
こ
は
事
務
局
の
主
観
が
入
る
こ
と

な
く
、
技
術
者
の
各
資
格
者
の
配
置
、

人
数
、こ
れ
ま
で
の
実
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

問�
技
術
提
案
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
出
て

い
る
が
こ
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答�
こ
れ
は
あ
く
ま
で
イ
メ
ー
ジ
で
１
回

目
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
が
、
今
後

の
検
討
の
中
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
し
っ
か
り

固
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問�

契
約
金
は
い
く
ら
な
の
か
。

答�

最
優
秀
提
案
者
の
北
海
道
日
建
設
計

と
８
，
５
８
０
万
円
（
消
費
税
込
）

で
随
意
契
約
し
ま
し
た
。

先進地視察　　　  開催日　７月29日
視察先　〇岩内町役場
視察内容　�今後の調査の参考とするため、平成27年５

月事業完了した岩内町役場を視察研修した。

庁
舎
新
築
の
財
源
見
通
し

　

概
算
事
業
費
は
19
億
８
千
万
円
で
、
庁
舎
整
備
基
金
か

ら
２
億
７
千
万
円
、
残
り
は
借
金
（
起
債
）
で
17
億
１
千

万
円
で
す
。

　

借
金
の
返
済
は
、
５
年
据
え
置
で
25
年
返
済
年
６
千
８

百
万
円
で
、
こ
の
う
ち
2
千
３
百
万
円
が
交
付
税
措
置
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。

岩内町役場視察状況

役
場
庁
舎
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告
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第
４
回
特
別
委
員
会　
　

開
催
日　

８
月
24
日

調
査
内
容　

〇
議
会
関
係
の
施
設
の
在
り
方

　

こ
れ
ま
で
の
３
回
の
特
別
委
員
会
及
び
先
進

地
２
か
所
の
視
察
を
踏
ま
え
て
、
議
会
関
係
施

設
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
取
り
ま
と
め
た
。

主
な
意
見

●
議
場
は
町
民
も
使
え
る
多
目
的
ホ
ー
ル
、
会

議
室
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ

き
。

●
議
場
、
傍
聴
席
と
も
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
車

い
す
等
の
対
応
が
必
要
。

●
議
場
は
岩
内
で
見
て
き
た
対

※

面
配
置
型
が
良

い
。

●
災
害
等
を
考
慮
し
、
自
然
採
光
、
自
然
換
気

が
で
き
る
構
造
と
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
議
会
備
品
は
簡
素
な
も
の
で
、
移
動
し
や
す

い
設
備
と
し
た
ほ
う
が
良
い
。

●
議
員
控
室
は
現
状
と
同
じ
く
委
員
会
室
と
兼

用
と
し
、
議
会
専
用
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
ら

い
た
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
対
応
で
き
る
カ
メ
ラ
、

マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
も
ら
い
た

い
。

議
会
よ
り
町
長
に
要
望
書
提
出

　

９
月
１
日
全
員
協
議
会
に
お
い
て
８
月
24
日

に
取
り
ま
と
め
た
議
会
関
係
施
設
の
要
望
書
の

内
容
確
認
。

　

議
長
・
正
副
委
員
長
の
３
名
で
、
議
会
議
場

他
議
会
関
係
施
設
の
要
望
書
を
町
長
に
提
出
し

た
。

　

９
月
８
日
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
役
場
庁

舎
に
関
す
る
特
別
委
員
会
中
間
報
告
を
行
っ

た
。

中
間
報
告
の
主
な
内
容

特
別
委
員
会
の
設
置
理
由

特
別
委
員
会
開
催
状
況

議
会
関
係
施
設
に
対
す
る
要
望

　

こ
れ
ま
で
に
基
本
・
実
施
設
計
業
者
選
定
ま

で
の
調
査
を
終
了
し
た
が
、
今
後
も
適
切
な
時

期
に
議
会
施
設
の
機
能
も
含
め
た
調
査
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

※議場レイアウトパターンの比較
直列配置型（従来型） 対面配置型（英国型）

模式図

配置の
考え方

正面に議長席及び理事者が議長席を
はさんで両側に配置される。
傍聴席は議員席の背後に配置され
る。

議場の中心にむかう４方向にそれぞれ議長
席、議員席　理事者席、傍聴席を配置する。
議員席と傍聴席が前後に重ならないため、
傍聴者席から議員席及び理事者席の双方の
質問・応答者の様子がうかがえるなど一体
感がある。

傍聴席

議員席

議長席理事者席 理事者席

理事者席

議
長
席

議員席
傍
聴
席
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調
査
内
容
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
の
概
要
及
び
執
行

状
況

（
Ｒ
２
．
７
．
27
現
在
）

問 

商
工
会
に
加
入
し
て
い
な

い
事
業
所
へ
の
、
各
種
事

業
の
周
知
方
法
は

答 
主
に
広
報
な
い
え
を
利
用

し
て
周
知
し
て
い
る
。

問 
今
回
の
緊
急
対
策
の
終
結

は
い
つ
か
、
又
、
残
金
の

取
り
扱
い
は

答 

最
終
的
に
は
３
月
末
ま
で

国
か
ら
は
繰
越
や
事
業
間

で
の
流
用
も
認
め
ら
れ
て
い
る

が
、
有
効
に
使
い
切
る
よ
う
柔
軟

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問 

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
未
整
備

（
約
５
％
）
地
域
の
整
備

は
必
要
か

答 

新
し
い
生
活
様
式
や
、
教

育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
実
現
の

た
め
、
情
報
通
信
基
盤
整
備
は
必

要
と
考
え
る
。

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

こ
れ
ま
で
に
５
回
の
補
正
予
算

に
よ
り
19
事
業
の
対
策
を
講
じ
て

き
た
が
、
第
２
次
実
施
計
画
で
は

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
、役
場
、

公
共
施
設
の
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の

構
築
に
向
け
た
備
品
、
設
備
の
購

入
や
、
避
難
所
等
で
の
３
密
回
避

の
た
め
の
対
策
等
が
検
討
中
で
あ

る
。な

か
な
か
終
息
の
目
途
が
な
い

中
、
本
町
の
子
供
た
ち
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
多

様
な
事
業
展
開
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

調
査
内
容　

町
道
の
維
持
管
理

北
海
幹
線
用
水
路
改
修
に
伴
う

架
換
工
事

（
現
地
調
査
実
施
）

問 

２
次
改
修
の
補
助
事
業
は

答 

補
助
事
業
の
対
象
は
な

い
。
有
利
な
起
債
を
含
め

て
、
単
独
事
業
を
減
ら
し
な
が
ら

費
用
の
掛
か
ら
な
い
方
法
で
改
修

計
画
を
検
討
し
て
い
く
。

問 

緊
急
的
な
補
修
の
単
年
度

予
算
は

答 

部
分
的
補
修
は
年
間
１
，

７
０
０
万
円
で
建
設
会
館

に
委
託
し
て
い
る

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

道
路
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
順
次
計
画
的
に
改
修

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
も
、計
画
的
な
維
持
管
理
、

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
等
に
よ
り
安

全
な
交
通
機
能
の
維
持
に
努
め
る

と
と
も
に
、
次
期
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
検
討
す
る
際
に
は
適
切
な
投

資
を
行
い
、
道
路
の
老
朽
化
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

新型コロナウイルス感染症
緊急経済対策の
実施状況について

多様な事業展開を願う

道
路
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

適
切
な
投
資
を

行
う
よ
う
に

東町地区道路
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調
査
内
容　

令
和
２
年
度
賦
課
課
税
状

況
に
つ
い
て

問 

国
保
税
は
令
和
２
年

度
か
ら
新
方
式
と
な

っ
て
、
所
得
の
低
い
方
々
の

負
担
が
増
え
る

　

収
納
率
が
下
が
る
と
懸
念

す
る
が

答 

制
度
の
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
北
海

道
の
示
す
保
険
税
率
に
緩
や

か
に
合
わ
せ
て
い
く
努
力
を

す
る
。

問 

町
税
の
徴
収
率
は
96

％
と
高
い
が
、
空
知

管
内
で
は
低
い
方
。
向
上
に

向
け
た
考
え
方
は

答 

近
隣
以
外
に
も
札
幌

在
住
の
滞
納
者
を
訪

問
し
た
。
今
後
も
口
座
振
替

を
推
進
す
る
ほ
か
、
利
便
性

を
図
る
た
め
コ
ン
ビ
ニ
納
付

な
ど
の
導
入
を
検
討
す
る
。

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

税
の
徴
収
に
お
け
る
収
入

未
済
額
は
減
少
し
、
様
々
な

手
法
に
よ
り
徴
収
率
の
向
上

に
は
努
力
さ
れ
て
い
る
。

税
は
町
政
運
営
の
自
主
財

源
で
あ
り
、
公
平
性
の
確
保

の
観
点
か
ら
も
、
徴
収
率
の

向
上
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。平

成
30
年
度
よ
り
都
道
府

県
化
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険

制
度
で
は
、
今
後
も
公
平
で

適
切
な
保
険
税
率
の
設
定

や
、
基
金
の
有
効
活
用
な
ど

安
定
的
な
運
営
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

町税の賦課徴収状況に
ついて

さらなる徴収率の
向上に努力を

奈
井
江
で
生
ま
れ
育
ち
高

校
卒
業
後
、
20
年
以
上
を
札

幌
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

親
が
電
装
業
を
営
ん
で
お

り
、
子
供
が
ま
だ
小
さ
い
た

め
、将
来
の
こ
と
を
考
え
て
、

親
の
近
く
に
い
て
手
伝
い
も

で
き
れ
ば
と
思
い
、
平
成
27

年
９
月
に
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。

そ
の
際
、
町
の
移
住
定
住

へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
供
も
支
援
セ
ン
タ
ー
の

利
用
や
、
こ
ど
も
園
で
の
楽

し
い
日
々
を
経
て
、
今
は
元

気
に
小
学
校
に
通
っ
て
お
り

ま
す
。

故
郷
で
子
育
て
出
来
る
喜

び
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
幼
い
こ
ろ
か
ら

親
し
ん
だ
白
樺
公
園
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
、
親
子
共
々
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

で
き
れ
ば
夕
方
に
子
供
た

ち
に
向
け
た
チ
ャ
イ
ム
の
放

送
が
あ
っ
た
り
、
各
公
園
に

時
計
が
あ
る
と
安
心
か
と
思

い
ま
す
。

ようこそ奈井江町へ
定住・移住施策の成果により奈井江町へ移住する方が増えています。
今回は１件のご家族を紹介します

　矢満田さん

　　　　ファ
ミリー
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ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
に

参
加
し
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

も
、
道
内
で
は
、
札
幌
以
外

は
終
息
に
向
か
っ
て
い
る
様

に
感
じ
ま
す
が
、
一
方
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
時

期
に
も
入
っ
て
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
予
防
接
種
は
受
け

ま
し
た
か
？

町
内
は
稲
刈
り
も
終
わ

り
、
新
米
の
お
い
し
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
食
欲
の
秋

で
す
が
、
食
べ
す
ぎ
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、今
回
初
め
て
の「
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
議
員
も
参
加

し
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞

い
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
後

の
活
動
の
参
考
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

編

集

後

記

表
紙
の
１
枚

　

10
月
17
日
認
定
こ
ど
も
園

「
ぞ
う
く
み
」
の
発
表
会
が
お

こ
な
わ
れ
日
頃
の
練
習
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

発
行
　
奈
井
江
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

委 

員 

長　

遠
藤　

共
子

副
委
員
長　

笹
木
利
津
子

委　
　

員　

大
関　

光
敏

　
　
　
　

篠
田　

茂
美

議
会
運
営
委
員
会
報
告

９
月
３
日

・
第
３
回
定
例
会
の
議
会
運
営
に
つ
い
て

全
員
協
議
会
報
告

９
月
１
日

・
第
３
回
定
例
会
の
議
案
説
明
に
つ
い
て

９
月
８
日

・
第
３
回
定
例
会
の
議
会
運
営
に
つ
い
て

９
月
15
日

・
一
部
事
務
組
合
等
の
議
会
報
告
に
つ
い

て
広
報
常
任
員
会
報
告

　

議
会
だ
よ
り
20
号
（
８
月
15
日
発
行
）

編
集
の
た
め
４
回
の
委
員
会
を
開
催

委
員
会
報
告

Committee

 Report

第４回定例会（予定）
■日 程　12月９日（水）

～12月11日（金）
■場 所　 役場３階議事堂
どなたでも傍聴できます。お気軽にお越しください。

問合わせなどは議会事務局まで
６５－２１６６
gikai@town.naie.lg.jp

10
月
14
日
か
ら
21
日
ま
で
3
回

の
懇
談
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
役
場
庁
舎
の
整
備
」、「
町
立
病

院
の
経
営
状
況
」、「
な
い
え
温
泉

の
あ
り
方
」、「
児
童
施
設
の
現
状

に
つ
い
て
」、
各
関
係
団
体
の
代

表
者
や
、
一
般
町
民
の
方
々
の
出

席
も
あ
り
、
様
々
な
方
向
か
ら
質

問
や
意
見
、
ま
た
要
望
等
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

町
長
は
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
声
を
し
っ
か
り
議
論
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
し
て
行
き
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

尚
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

要
望
が
各
団
体
か
ら
あ
れ
ば
説
明

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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